
金
滞
古
蹴
志
巻
十
九

林
地
と
成
り
た
る
頃
よ
り
六
動
林
と
呼
び
た
る
べ
し
。
按
宇
る
に
、

六
動
て
ふ
地
名
は
、
如
何
な
る
由
縁
に
て
起
り
た
る
か
。
源
平
盛
衰

飽
に
六
勤
寺
園
府
と
見
b
、
義
経
記
に
六
動
・
寺
渡
と
あ
る
六
勘
寺

は
、
鎗
中
国
射
水
郡
の
地
名
に
て
、
今
は
六
波
寺
と
書
け
り
。
此
の

泉
野
た
る
六
動
林
も
、
寛
文
の
頃
は
六
道
林
と
書
き
た
り
け
ん
。
寛

文
十
二
年
に
筆
記
せ
し
箕
浦
氏
自
記
K

J
ハ
遺
林
の
堤
左
ど
h
見
h
.

三
蜜
記
に
は
、
寛
文
十
一
年
に
摩
川
の
内
川
、
わ
れ
岩
と
云
ふ
所
よ

り
用
水
を
取
り
、
泉
野
・
長
坂
の
下
六
道
林
悉
く
岡
地
に
開
裂
す
。

と
あ
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
、
寛
文
十
一
年
に
在
芝
府
々
の
倒
れ
百

姓
共
を
新
百
姓
に
被
a
取
立
一
泉
野
長
坂
の
下
、
六
道
林
を
悉
く
在
所

に
立
て
、
新
国
を
開
か
せ
ら
る
。
と
載
せ
た
れ
ば
、
是
は
三
登
記
等

に
掠
っ
て
記
載
せ
し
に
や
。
六
斗
林
と
書
け
る
は
、
元
総
頃
よ
り
の

事
た
り
け
ん
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
旦
長
の
雪
上
容
に
、

御
噂
に
付
申
上
候
。

一
、
泉
野
と
申
は
、
何
方
よ
り
何
方
之
聞
を
申
候
哉
与
御
等
伊
遊

候
。
野
田
道
よ
り
十
町
許
南
伏
見
新
村
を
限
、
西
は
泉
村
を
限
、
束

は
野
岡
山
麓
迄
、
北
は
才
川
を
限
、
此
聞
を
泉
野
与
申
候
。
泉
野
村
・

泉
野
出
村
出
来
不
v
仕
以
前
は
、
松
原
に
而
御
座
候
由
承
及
申
候
。

民
中
取
り
‘
八
寸
に
飴
り
た
る
大
栗
毛
と
去
ふ
馬
に
白
蜜
輸
の
鞍
置

い
て
ぞ
乗
っ
た
り
け
る
l

此
の
馬
き
は
め
て
口
強
く
し
て
、
圏
中
に

.
は
乗
随
へ
る
者
・
な
し
。
林
六
郎
光
明
が
郎
等
に
ム
ハ
勤
太
郎
光
景
と
云

ふ
者
許
ぞ
乗
り
従
へ
け
る
。
今
度
も
光
景
を
の
す
ぺ
か
り
け
る
を
、

打
出
で
ん
と
て
の
時
光
平
父
に
逢
ひ
て
、
今
度
は
大
栗
毛
に
乗
り
て

箪
に
出
で
ん
と
云
ふ
。
父
光
明
此
の
言
を
聞
き
て
、
弓
取
は
口
の
強

き
馬
に
乗
り
で
は
、
必
宇
犬
死
す
る
事
あ
り
。
不
v
可
v
有
事
也
。
光

景
を
乗
せ
よ
と
い
ひ
け
れ
ど
も
、
光
平
は
弓
矢
取
る
身
は
寧
場
と
そ

晴
に
て
候
へ
。
此
日
頃
勢
り
飼
置
き
て
、
此
大
事
に
乗
ら
で
は
い
つ

か
乗
る
べ
き
と
て
、
父
が
諌
に
も
隠
は
宇
。
押
し
て
乗
り
て
打
闘
で

つ
L
、
粛
藤
別
賞
質
盛
と
引
組
み
け
り
。
光
平
は
若
〈
)
賓
盛
は
老

い
た
り
。
既
に
別
賞
危
〈
見
b
け
る
に
、
郎
等
二
人
落
合
ひ
て
、
光

平
頭
を
か
h
れ
け
り
去
も
と
あ
り
。
按
守
る
に
、
林
六
邸
光
明
は
、

宮
樫
氏
と
同
姓
同
組
に
て
、
石
川
郡
林
郷
を
所
領
と
た
し
‘
宮
樫
氏

と
共
に
木
骨
義
仲
に
屈
し
、
軍
功
を
助
み
け
り
。
共
の
頃
六
動
太
郎

光
景
は
‘
泉
野
六
動
林
の
地
よ
り
出
で
た
る
人
怠
る
に
よ
り
、
六
動

太
郎
と
は
呼
び
た
る
な
る
べ
し
。

。
穴
動
林
提
古
侮
脂

金
滞
古
蹟
志
穂
十
丸

五
O 

一
、
ろ
く
と
林
は
‘
泉
野
村
領
之
内
に
御
座
候
。
ろ
く
と
林
と
申
文

字
は
伊
斯
、
六
斗
林
と
番
申
候
。
外
に
文
字
御
座
候
哉
不
v
奉
v
存
候
。

右
就
=
御
一
帯
-
申
・
上
候
。

元
総
十
阿
年
三
月
二
日

石
川
郡
十
村
役
連
名

小不野
塚破村
善平五
左左郎
街 街 兵
門門街
殿殿殿

按
宇
る
に
、
今
ロ
ク
ト
ウ
と
呼
べ
れ
ど
、
盛
衰
胞
に
は
六
動
と
書
き
、

三
登
記
等
に
六
道
と
書
け
る
に
擦
れ
ば
、
越
中
の
六
動
寺
と
同
じ

く
、
此
怠
る
も
ロ
ク
ド
ワ
と
濁
り
て
呼
び
た
る
を
、
後
に
は
ロ
ク
ト

ウ
と
清
音
に
呼
び
誤
り
た
る
ゆ
ゑ
、
六
斗
林
と
は
書
き
た
る
欺
。
又

は
六
斗
の
文
字
を
営
て
け
る
よ
り
、
ロ
ク
ト
ウ
と
清
音
に
呼
ぴ
た
る

た
ら
ん
。

O
大
動
太
郎
光
景
偉
・

源
平
盛
衰
記
傘
廿
八
、
蒋
永
二
年
四
月
廿
七
日
越
前
圏
三
僚
野
合
磁

の
段
に
云
ふ
。
加
賀
闘
の
住
人
林
六
郎
光
明
が
嫡
子
に
、
今
城
寺
太

郎
光
平
と
云
ふ
者
あ
り
。
掲
の
直
垂
に
袖
を
ぽ
紺
地
の
錦
を
付
け
た

り
け
り
。
紫
糸
戚
の
鎧
に
、
大
中
黒
の
矢
頭
高
に
負
ひ
、
重
織
の
弓
の
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箕
浦
高
良
自
記
に
去
ふ
。
織
田
信
長
公
の
時
、
柴
田
修
理
へ
越
前
園

並
に
加
賀
園
石
川
郡
等
二
十
高
石
を
賜
は
り
、
金
津
裁
に
甥
佐
久
間

玄
審
を
置
き
、
加
州
の
一
挨
頭
共
を
悉
く
打
殺
せ
り
。
共
頃
一
挨
蜂

起
し
、
泉
野
六
道
林
の
堤
、
槙
島
の
下
川
原
に
て
、
大
勢
を
打
殺
し

た
り
。
そ
の
鍵
魂
或
は
高
尾
の
坊
主
火
と
成
り
、
或
は
川
原
に
て
テ

ガ
ウ
兵
磁
久
臓
と
呼
ぷ
聾
移
し
と
云
々
。
此
の
筆
記
は
奥
書
に
‘
寛

文
十
二
春
二
月
吉
田
箕
浦
五
郎
左
衛
門
中
原
高
良
判
印
と
あ
り
て
、

参
議
申
勝
綱
紀
卿
の
時
藩
士
牧
洩
右
衛
門
よ
り
差
上
げ
た
る
も
の
に

て
、
貨
に
寛
文
前
の
古
僻
説
共
を
記
戦
せ
り
。
そ
の
か
み
六
動
林
に

堤
あ
り
し
と
見
ゆ
れ
ど
、
此
の
地
越
犀
川
よ
り
用
水
を
取
り
開
墾
せ

し
頃
、
堤
を
慶
し
た
る
た
る
ぺ
し
。
高
尾
の
坊
主
火
と
い
ふ
陰
火
は
、

今
も
夜
中
高
尾
山
港
よ
り
出
る
ゆ
ゑ
、
諸
人
の
知
る
底
怠
り
。
三
州

志
健
義
飴
考
、
長
享
二
年
六
月
官
樫
政
親
高
尾
誠
に
て
減
む
の
僚

に
、
高
尾
の
坊
主
火
は
宮
樫
政
親
の
鍵
塊
に
て
、
坊
主
は
亡
主
の
意

.
た
る
よ
し
註
解
す
れ
芝
、
此
は
富
岡
氏
の
附
合
妄
誕
と
い
ふ
ぺ
し
。

元
文
二
年
の
加
州
産
物
志
陀
、
高
尾
坊
主
火
は
石
川
郡
高
尾
村
領
の

披
山
と
い
ふ
鹿
の
谷
合
よ
り
出
で
、
共
の
陰
火
元
一
つ
怠
れ
ど
も
.

後
K
議
つ
に
も
分
れ
‘
ま
た
一
っ
と
成
り
て
、
元
の
所
へ
納
る
と
記

五




